
※下水道普及率は、下水道を使うことができる人口を、全体の人口で割った割合です。
　「BOD７５％値」とは、年間の調査データを並べたとき、良いほうから３／４（７５％）番目の値のことです。（一年の75％の期間は
この値が確保されます）

傍 示 川 の 水 質 改 善 状 況
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河底の小石が確認できるほ
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５．下水道による水質改善効果の事例
　

　　　　　　　　　　下水道による水質改善効果（松山市傍示川）

傍示川下流地点（松山市市坪町）における水質改善状況
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環境基準２ｐｐｍ（ヤマメなどが生息可能な水質）


